
事業概要 【新図書システム導入事業】

自治体名 栃木県真岡市 人口 77,499人 事業費 39,953千円

事業概要

図書館の「生涯学習の基地」としての魅力を増進し、「まちづくりの拠点」としての価値を高めるために、蔵書をICタ
グでの管理を行い、自動貸出サービスや予約受取サービスなどの利便性の向上を図ることで、一人あたりの貸出冊
数を増加させ、市民の生涯学習の取組を推進します。加えて、蔵書管理の効率化や紛失防止など事務効率化を
図ることで、より良い図書館サービスの提供につなげていきます。

具体

サービス

【自動貸出サービス】
• 非接触での貸出が可能になることで、プライバ

シーの保護を図り、処理時間の短縮につなげる。

【予約受取システム】
• 図書の受取・貸出をセルフサービス化することで、

貸出処理時間の削減を図り、利用者へ速やかな
図書の提供につなげる。

【不正持ち出し防止による紛失防止】
• セキュリティゲート設置による資料の紛失を防止す

る。

【蔵書管理のICT化】
• 蔵書点検業務を省力化を図ることで、図書館

サービスの向上に注力できる環境を創出する。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①自動貸出機による貸出冊数
②ICタグでの貸し出し可能な図書の資料数
③予約受取システムの利用件数

【アウトカム指標（成果指標）】
①ひとりあたりの貸出冊数
②まちづくり活動に参加する市民の割合
③図書の貸出が楽になったと考える市民の割合

※公表資料として作成すること
2

自動貸出機 予約受取システム

蔵書管理のICT化不正持ち出し防止ゲート

「生涯学習基地」として
の魅力向上


